広島県立御調高等学校「まなびのとびら」（総合的な探究の時間）学習指導案

指導者　　宇惠美咲　　池田徳夫　　𡧃都禎大　　山根結実　　　
　　　　日野隼一　　長原俊輔　　山下規之　　長谷川真由美　　

	本学習指導案のポイント（○○○○ 課指導主事           ）
  







１　日時・場所　令和7年10月22日（水）　13：20～14：30


２　学年・学級　第2学年　生徒38名


３　単元（教材）名
　「地域とつながる未来の創造」―カタログギフト制作を通じて地域と共に取組む未来の探究―
～カタログギフト制作の完成報告会（まとめ・表現）～


４　単元について
（１）単元観
本校では、「御調高生は、人や地域、社会と地域と対話・協働し、自分を深掘りして尖った人材へと成長します」を教育目標として掲げている。その中核をなすという観点から、令和6年度入学生から教育課程を再編し、3年間を通じて総合的な探究の時間を展開することとした。学習指導要領では「自己の在り方生き方を考えながら、よりよく課題を発見し解決していく学習」を実現することを目指している。また、同解説編においては、「社会や世界の中での自己の役割を自覚し、よりよい社会の形成に参画しようとする態度を育成すること」「他者との協働を通して多面的・多角的に考える資質・能力を養うこと」が重視されている。
一昨年度から、マイテーマの探究に取組んできたが、テーマ設定や課題の設定を苦手とする生徒が多く、探究の見方・考え方を育む足場掛けをしておくことの必要性が本校の課題として上がっていた。そこで令和６年度入学生から３年間を通じて総合的な探究の時間を実施することとし、２学年では共通の探究課題のもと探究のプロセスや見方・考え方を鍛えていくこととした。
本年度は、尾道市合併２０周年という地域の節目を契機に、「尾道・御調の魅力を届けるカタログギフトの制作と販売」をテーマに探究活動を展開してきた。生徒たちは、地域企業や行政との対話を重ねながら、掲載商品の選定やクラウドファンディングによる資金調達に挑戦するなど、実社会とつながる実践的な学びを積み重ねた。クラウドファンディングでは他校を上回る多くの支援者から協力を得て目標を達成し、また商品掲載では、短期間の中で企業の方々が協議や準備に協力してくださり、最終的に１８点の掲載を実現することができた。
これらの活動は、学習指導要領にある「探究の過程（課題の設定→情報の収集→整理・分析→まとめ・表現）」を一連の実社会の場で体験的に学ぶものであり、本時では特に「まとめ・表現」「振り返り」の過程において、生徒が主体的に社会との関係を自覚し、自らの成長を内省する機会となっている。
本時は、これまでのカタログギフト制作の取組内容、完成したカタログギフトの販売についての方向性について発表する。完成発表会後の振り返りの会では、生徒同士だけでなく、地域内外の方々との交流をもとに、今後の取組の修正を行う。この交流を通じて、本校が育てたい生徒像(御調高GP)として設定した「つながりを尊重する態度」「未来像を予測して計画を立てる力」を身に付けさせたい。


※御調高ＧＰマスタールーブリック
	　　　指標

GP 　 　　

	レベル１
	レベル２
	レベル３
	レベル４

	
	
	
	
	

	つながりを尊重する態度
	自分と周囲の人や社会、地域のつながりに関心を持っている。
	自分の行動が、周囲の人や社会、地域にどのような影響を及ぼすのかを考えて行動できる。
	自分と周囲の人や社会、地域とのつながりを自覚するとともに、自分の行動が及ぼす影響を理解している。
	自分と周囲の人や社会、地域とのつながりを自覚し尊重するとともに、自分の行動が及ぼす影響を理解し、社会や地域に貢献することができる。

	進んで参加する態度
	集団の中で与えられた役割を理解している。
	集団の中で与えられた役割を理解し、受け入れ、ものごとに自ら進んで行動することができる。
	集団や社会における役割を理解し、自分の発言や行動に責任を持って行動することができる。
	集団や社会における役割を理解し、自分の発言や行動に責任をもち、やるべきことを自ら見つけて主体的に行動できる。

	未来像を予測して
計画を立てる力
	自分の目標を明確に持ち、実現に向けて計画を立てることができる。
	自分の将来のあるべき姿を考え、実現に向けて計画を立てることができる。
	自らの経験や現状をふまえて自分の将来あるべき姿を考え、他者への影響も想像しながら、実現に向けて計画を立てることができる。
	自らの経験や現状をふまえ、社会にどう関わっていくかを考え、自分や社会の将来あるべき姿の実現に向けて計画を立てることができる。




（２）生徒観
対象学年は、１年次の総合的な探究の時間「未来に生きる」の授業で職業インタビューを行ったり、地域で活躍する講師の方々を招き、講話を聞いたりしてきた。そのうえで、「御調地域の魅力や課題を生かして何ができるか」や「将来の自分の姿や興味の強い事柄から何をやってみたいか」、「そのためには誰とつながるべきか」等について考えてきた。カタログギフト制作の目的を考える際には地域の魅力や課題について、「尾道市は子育て支援が充実している」や「御調町では人口減少や高齢化がやはり課題である」などの意見がでた。生徒はカタログギフト制作を通じてこれらの課題の解決の一端を担えるのではないかと仮説を立てて取り組んでいる。
[image: ]本年度は御調高GPに基づいた振り返りを行っている。御調高校入学時の姿をマスタールーブリックのレベル１とし、卒業時の姿をレベル４と設定し、学期ごとに総合的な探究の時間や特別活動を振り返って自身の到達度を自己評価させた(下図参照)。
これによると、２学年の特長として、「つながりを尊重する態度」のレベル４が他学年と比較して高くなっていることが挙げられる。自由記述を見ると「カタログギフト」「まなび」というキーワードが多くあり、１学期に取組んだカタログギフト制作の「クラウドファンディングを通じて取組の説明、アピールをする」「自分たちの思いをプレゼンして商品掲載のお願いをする」「電話を掛けてＰＲする」等の活動をつうじて地域とのつながりを自覚できた生徒が多かったようである。一方で、探究活動の取組に濃淡があることは課題である。カタログギフトの探究は個人テーマの探究に比べてグループでの探究が主な活動となる。今後より一層の充実を図っていくためにはグループ内での役割や一人ひとりに焦点化した取組も必要になってくると考えられる。




（３）指導観
指導に当たっては次の３点の工夫を行う。まずは、全体の発表について、計画発表会時よりも多くの生徒に関わらせる。９月９日には尾道市役所にて尾道市長と広島県教育長に向けて完成の報告を行った。この準備を行う段階でこれまで中心的な役割を担った生徒が推薦する形で「商品掲載について話をしてほしい」「電話を掛けて苦労した点を表現してほしい」という思いを持って追加の発表者を増やした。このように主体性を育みながら取組を進めており、発表会の冒頭では市長や教育長に向けたものをブラッシュアップして発表する。
次にグループに分けて商品掲載の経緯や理由と販売の計画を発表していく。販売の計画の発表については、相手意識を育むため「どんな人に手に取ってほしいか？」という項目を設け、販売する（カタログギフトを広める）ターゲットを明確にして考えるようにワークシートを工夫している。また各グループに地域の方、カタログギフト制作に関わっていただいた方、本校教職員に過不足なく入っていただき、指導助言をもらうことで「どこをターゲットにしているか？」「目的にそっているか？」などの視点を持たせていく。この工夫は、「未来像を予測して計画を立てる力」の育成に関わる。目的や目標を設定し、その解決のために工夫をし、取組を進めていくことは探究的な学びに不可欠な要素であり、生徒が他者を想像して自らの思いや意図をもって行動する姿を引き出すことにつながる。
最後に本時外ではあるが、発表を受けての意見交流の場を設ける。地域の方や企業関係者、教職員からの多様な視点の助言をもとに、生徒が自らの考えを振り返り、今後の販売計画や地域への発信方法を再構築していくことをねらいとする。発表内容に対して一方的に評価を受けるのではなく、対話的な意見交換を通して新たな気づきを得る構成とし、「自分の考えを深め、他者の考えを取り入れて再構成する力」の育成を図る。
このように、本時では、生徒がこれまでの探究活動を総括し、他者との対話を通して自らの考えを更新するという探究のプロセスにおける「まとめ・表現」と位置づけている。特に「表現」と「振り返り」の段階を重視し、発表を単なる成果発表にとどめず、次の探究や実践へとつなげる契機とすることを意図する。生徒一人ひとりが自らの役割と成長を実感しながら、地域との関わりの中で学びを社会に開く授業となるよう指導を工夫したい。


５　単元の目標
探究の見方・考え方を働かせ、尾道・御調の魅力を発信するカタログギフト制作を通して、地域や企業と協働しながら課題を発見・解決していく力を育む。さらに企業や行政、地域住民と協働する中で、自らの思いや意図を分かりやすく他者に伝え、多様な価値観に触れながら課題を解決していく経験を積むことで、社会の一員としての役割を自覚し、自らの在り方生き方を主体的に考える力を育む。


６　単元の評価規準
	ア　知識・技能
	イ　思考・判断・表現
	ウ　主体的に学習に取り組む態度

	地域や社会の人、もの、ことにかかわる探究の過程において、課題の解決に必要な知識及び技能を身に付けるとともに、地域や社会の特徴やよさに気づいている。
	・地域や企業との協働を通して得た情報を分析し、どのように地域の魅力を発信すれば効果的かを自ら考え、相手意識をもった形で計画・提案・発表することができる。
・また、活動を振り返り、より良い方法を考え直そうとする姿勢が見られる。
【御調高GP：未来像を予測して計画を立てる力】
	・地域活性化に向けた課題を自分ごととして捉え、仲間や地域の方々と協働しながら課題解決に向かう意欲をもって活動している。
・地域や企業の協力に感謝しながら、自らの成長や社会への関わりを振り返っている。
【御調高GP：つながりを尊重する態度】






７　単元の計画
「地域とつながる未来を贈る」―カタログギフト制作による地域と共に作る探究―

	次
	時
	学習内容・学習活動
	評価

	
	
	
	ア知技
	イ思判表
	ウ主体的
	評価規準
	評価方法

	１
	５
	「課題の発見・設定」
・地域の課題を踏まえて、カタログギフトを通じて何が解決できるか考える。
・カタログギフト制作の計画を立てる。
	
	○
	○
	イ・ウ
	・ワークシート
・行動観察
・計画発表会時の作成資料

	２
	14
	「情報の収集」「整理・分析」
・見直した計画に向けて情報収集を行い、商品リサーチを行う。
・クラウドファンディングで自分たちの取組を発信することを通じて、自分たちの目的や思いをわかりやすく伝えるため、情報を精査する。
	○
	
	○
	ア・イ
	・行動観察
・クラウドファンディングの
説明資料
・ワークシート

	３
	6
	「まとめ・表現」
・カタログギフト制作の見直しを深め、今後の販売計画を見通す。
・販売計画について作成に関わった方、地域の方などから意見をもらい、課題の設定に役立てる。
	
	◎
	◎
	イ・ウ
	・ワークシート
・発表用スライド
・振り返り
・行動観察


◎記録のための評価　○改善のための評価



８　本時の展開
（１）本時の目標
地域とのつながりを踏まえて、カタログギフト制作の経緯を振り返り、今後の計画を見通すことができる。

（２）本時の評価規準
・地域や企業との関わりから得た経験や情報を踏まえ、自分と地域・社会とのつながりを自覚していることを示し、自分たちの活動が地域にどのような影響を与えるかについて、根拠をもって説明している。
〔思考・判断・表現〕【未来像を予測して計画を立てる力：レベル３】

・これまでの取組について、自分たちと地域等のつながりを意識して振り返るとともに、他者の意見を踏まえて、周りの人や社会、地域の影響を考えようとしている。
〔主体的に学習に取り組む態度〕【つながりを尊重する態度：レベル３】

（３）準備物
ワークシート、発表用スライド（Googleスライド）、振り返りカード（ロイロノート）



（４）学習の展開
	
	学習内容・学習活動
	指導上の留意事項（◇）
（◆「努力を要する」状況と判断した生徒への指導の手立て）
	評価規準〔観点〕
【御調高GP】

	導入（５分）
	○本時の目標・流れを知る。

	
	

	展開①(20分)













	○全体司会によって、全体発表をする。
[発表の内容] 
・カタログギフト制作の目的
・コンセプトの説明
・クラウドファンディングの様子
・商品掲載のお願いの流れ
・CFや商品掲載のお願いをして気づいたこと

○必要に応じて役割分担をして発表を進める
○聞いている人がイメージしやすいような工夫を取り入れて発表する。


	◇事前に役割分担を確認させて発表がスムーズに行えるよう支援する。









◆全体発表で前に出ない生徒もこの後のグループ発表をイメージしながら聞く。
	・Canvaで作成したスライド
○自分たちの目標や計画を踏まえて、今後の展望を見据えたスライドを作成している。
　〔思判表〕【未】

○これまでの取組について、自分たちと地域等のつながりを意識して振り返っている。
　〔主学態〕【つ】

	移動
(２分)
	グループ発表用に椅子の移動を行う。

	展開②
(18分)
	○グループ発表の流れを確認する(１分)
○掲載した商品について説明する(１商品２分×３)
○これからの販売計画について説明する(１人２分×３)
○グループ内の参加者から意見をもらう(５分)
	◇発表はメモを取りながら聞かせる。
◆発表者だけでなく、司会、タイムキーパー、感想を発表する人に生徒を割り当て、責任感をもって協議に参加させる。

	・自分の担当分の資料
○自分たちの目標や計画を踏まえて、今後の展望を見据えたスライド等の資料やワークシートを作成している。
　〔思判表〕【未】


	展開③
(20分)
	○参観者を代表して、指導助言をもらう。
・ウエルシアH　池野様
・広島大学　川口先生
	・椅子だけ前を向き、話を聞く。
◇メモを取りながら聞かせ、今後の販売計画に生かせるようにする。
	

	まとめ
	○今日の発表会の振り返りを行う。
・制作の活動を通して身についたこと。
・販売にむけての見通し高評価(A)の生徒の振り返り例
地域の方やカタログギフト制作でお世話になった方々と交流することによって、自分たちの取組が地域の活性化の役に立っていることが分かった。クラウドファンディングで寄付をしようと思った方のお話を聞けたことが自信につながった。今後はカタログギフトをより多くの方に知ってもらうことが大事だと思うが、今日のアドバイスをもとに、地域の方々の力を借りながら、取組を行えるように計画を修正したい。

	

◆事前に振り返りをもとに、伝えることを考えさせておく。
	・振り返り(GoogleForms)
○他者の意見を踏まえて、計画を修正している。〔思判表〕【未】
○他者の意見を踏まえて、周りの人や社会、地域への影響を考えようとしている。〔主学態〕【つ】







○本時の評価ルーブリック目標
地域の方々とのつながりを踏まえた、これまでの取組内容を他者と伝え合うことで、自分の考えを深め、今後の計画を見通すことができる。

〔思考・判断・表現〕【御調高GP：未来像を予測して計画を立てる力】
	A（十分満足）
	B（おおむね満足）
	C（努力を要する）

	地域や企業との関わりを通して得た学びを深く理解し、自分たちの活動が地域に与えた影響について、根拠をもって明確に説明している。聞き手や目的を意識した発表ができている。
	地域や企業との関わりについて理解し、自分たちの活動の意義をおおむね説明できている。説明に一部根拠や具体性が欠けるものの、活動の目的や成果は伝わっている。
	活動の内容や地域との関わりを列挙することができ、活動の意義や影響を説明しようとしている。




〔主体的に学習に取り組む態度〕【御調高GP：つながりを尊重する態度】
	A（十分満足）
	B（おおむね満足）
	C（努力を要する）

	これまでの活動経験を自分ごととして捉え、今後の販売計画や将来の学びに結びつけて具体的に行動している。他者とのつながりや社会の状況を踏まえて自ら計画を修正・発展させようとしている。
	活動を通して得た経験を自分の成長につなげようとする姿勢がある。今後の見通しや目標を持っているが、具体性が一部弱いものの、他者とのつながりを実感できている。
	これまでの取組について、自分たちと地域等のつながりを意識して振り返っている。
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